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会長

(副会長5名)

本部活動

(理事・評議員60名)

総務部

事業部

経理部

広報部

生活支援部

監事(２名)

会活動・学習会

学齢委員会 特学父母会(支援学級)

施設部運営

生活ホーム運営委員会

地域生活サポート委員会

・地域生活支援賛助会

進路検討委員会
本人と家族の暮らしを考え
る会(学齢部・成人部)

GSS、STEP

就労を支える会

権利擁護委員会(愛称pai)・キャラバン隊『空』

後見＆地域ねっと

相談員活動

家族支援プロジェクト

ひろげるプロジェクト

一人っ子会

他団体との連携

余暇・研修サークル

2017.11現在

卒業後の暮らしを学ぶ
GSS(県立市川支援学校)

STEP(須和田の丘支援学校)

ぶどうの木、親子クッキー作りの会、なのはな、
ポテトクラブなどの放課後・休日活動のグループ

副会長5名が
各部長を兼務

私たちの会の組織私たちの会の組織私たちの会の組織私たちの会の組織

昭和28年(1953年)結成とれ
ました。

子どもを特別支援学級や特
別支援学校、施設や作業所
に通わせている市川市内の
家族のほとんどが入会して
います。

就職している人や、入所施
設で暮らしている人の家族
の多くも会員です。

会員数は現在900名を超え
ました。

各所属から役員を出して、
色々な段階の声が集約でき
るように、また会員に情報が
伝わるようにしています。

役員

会長 １名、副会長 ５名、
理事若干名、評議員若干名、
監事 ２名

・総務部
会および会員全体に関すること。
総会・理事評議員会等の会議運営。
・事業部
各種行事の企画・運営に関すると。
・経理部
諸会計に関すること。
・広報部
広報活動に関すること。
・生活支援部
福祉サービスの拡充に関すること。
関係する委員会の企画・運営。
一路会・いちばん星との連携。

学齢委員会
平成26年度新設の組織。

・教育・療育に関する取り組み
の位置づけを確立する。

・支援学校と支援学級の連携
を強める。

・「学齢委員会」は、親の会評
議員と、もともとあった「学齢
期を考える会」「特学父母会」
等で構成。20名程度で構成。

市川障害者権利擁護連絡会、
市川障害者団体連絡会、
県育成会権利擁護委員会、
まんま隊 など

監事は、本会の会
計を監査し、総会に
報告する


